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口頭発表L01　第1日

L01 口頭発表 第1日（8月28日）　　9 : 00～11 : 00 2号館4F 2404

文化・環境 

L01-01 9 : 00～9 : 40
夫、 または、 妻は、 その配偶者を所有している？ or 所
有していない？

―米国白人、 日本人、 スウェ―デン人、 米国黒人に

対する質問紙調査から―

◯早瀬　光司 広島大学

L01-02 9 : 40～10 : 20
宗教的信念の認知的起源 ：

心の知覚は宗教的信念を予測するか？

◯石井　辰典 早稲田大学

L01-03 10 : 20～11 : 00
Comparison Analysis on Practice of Pro-environmental 
Behaviours  in Private and Public Spheres

◯Yanyan Chen Fukuoka Institute of Technology
 Yuejun Zheng Doshisha University
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口頭発表L02　第2日

L02 口頭発表 第2日（8月29日）　　9 : 00～11 : 00 2号館4F 2404

政治意識 

L02-01 9 : 00～9 : 40
「その噂は本当だと思う」 は本当か

調査回答における信念表明に関するランダム化比較実

験

◯三浦　麻子 関西学院大学 ・大阪大学

 小林　哲郎 香港城市大学

L02-02 9 : 40～10 : 20
政治デモへの参加と社会的距離

9カ国比較オンライン実験

◯小林　哲郎 香港城市大学

 三浦　麻子 関西学院大学 ・大阪大学

 馬　誕寧 香港城市大学

L02-03 10 : 20～11 : 00
日本人の国民 ・国家意識とそのイデオロギー性

愛国心、 ナショナリズム、 国際主義の現在

◯唐沢　穣 名古屋大学

 塚本　早織 愛知学院大学

 柳　学済 （株）ネオキャリア

― 26 ―



— 4 —

口頭発表L03　第2日

L03 口頭発表 第2日（8月29日）　　14 : 00～16 : 00 2号館4F 2404

集団・対人関係 

L03-01 14 : 00～14 : 40
Are lone wolves more sociable than a wolf pack?
Loneliness and friendship selection processes among 
first-year undergraduates

◯Tasuku Igarashi Nagoya University
 Ryuichi Tamai Nagoya University
 Takuya Yoshida Gifu Shotoku Gakuen University
 Taro Hirashima Aichi Shukutoku University

L03-02 14 : 40～15 : 20
社会的ネットワーク分析による共有リーダーシップの実

証的研究

◯越智　宏朗 九州大学

 池田　浩 九州大学

 秋保　亮太 中京大学

 山口　裕幸 九州大学

L03-03 15 : 20～16 : 00
観察者の特性はどのように顔の印象評定に影響する

か？

モデル比較を用いた顔の印象評定に対する性格特性と

観察行動の効果の検討

◯徐　貺哲 千葉大学

 川端　良子 国立国語研究所

 松香　敏彦 千葉大学
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口頭発表S11　第1日

S11 口頭発表 第1日（8月28日）　　9 : 00～11 : 00 2号館4F 2402

自己・パーソナリティ 座長　長谷川　孝治

S11-01 9 : 00～9 : 20
LINE上での安心さがしに対する自尊心とネガティブ投

稿動機の効果

――誰が， なぜ安心さがしメッセージを送るのか――

◯長谷川　孝治 信州大学

 古里　由香里 信州大学

S11-02 9 : 20～9 : 40
図形の動きに意図を見いだす人は著名人 ・ブランドの

ファンになりやすい

エージェンシー探知傾向と人 （著名人） ・ 物 （ブラン

ド） に対するファン性の関連の検討

◯伊藤　言 （株）イデアラボ

S11-03 9 : 40～10 : 00
修行体験における認知変容プロセス

―自己概念との関わりから―

◯佐藤　アソカ 東北大学

S11-04 10 : 00～10 : 20
主観的幸福感の個人差を予測する神経回路

◯柳澤　邦昭 京都大学

 阿部　修士 京都大学

S11-05 10 : 20～10 : 40
社会的価値指向性における脳の機能的および構造的

結合の特徴

マルチモーダルMRIによる検討

◯高岸　治人 玉川大学

 田中　大貴 玉川大学

 松田　哲也 玉川大学

S11-06 10 : 40～11 : 00
共感と心拍減速の逆U字関係の検討

◯日道　俊之 高知工科大学

 大坪　庸介 神戸大学
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口頭発表S12　第1日

S12 口頭発表 第1日（8月28日）　　9 : 00～11 : 00 2号館3F 2301

社会的認知 座長　浅井　暢子

S12-01 9 : 00～9 : 20
カテゴリー化の基盤と内外集団成員への協力行動

◯浅井　暢子 京都文教大学

S12-02 9 : 20～9 : 40
時間的距離感と想像の抽象度が未来の自己のポジティ

ブさの知覚に及ぼす影響

◯齋木　彩 明治学院大学

 田中　知恵 明治学院大学

S12-03 9 : 40～10 : 00
ステレオタイプの流暢性が対人印象に及ぼす影響

―ジェンダーステレオタイプを用いた検討―

◯佐藤　春樹 同志社大学

 堀田　美保 近畿大学

 及川　昌典 同志社大学

S12-04 10 : 00～10 : 20
隠蔽する心的状態の感情価が透明性錯覚に及ぼす影

響

情動を喚起する写真刺激を用いた検討

◯武田　美亜 青山学院女子短期大学

 沼崎　誠 首都大学東京

S12-05 10 : 20～10 : 40
安心から信頼が醸成されるのは高流動な個人？高流動

な社会？

―地域社会群データに対するマルチレベル分析―

◯福島　慎太郎 東京女子大学

S12-06 10 : 40～11 : 00
空間的視点取得による身体化が他者の心的状態の推

測に及ぼす影響

◯早川　美歩 名古屋大学

 平島　太郎 愛知淑徳大学

 五十嵐　祐 名古屋大学
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口頭発表S13　第1日

S13 口頭発表 第1日（8月28日）　　9 : 00～11 : 00 4号館2F 4203

社会問題・社会病理 座長　西田　公昭

S13-01 9 : 00～9 : 20
占い師や霊能師の社会的機能の光と影 （１）

占い師のコミュニケーション構造と的中感トリック検証

◯西田　公昭 立正大学

S13-02 9 : 20～9 : 40
匿名型ソーシャル ・ メディアの使用と在日コリアンへの

偏見

縦断的調査による検討

◯高　史明 神奈川大学

S13-03 9 : 40～10 : 00
ケータイ利用のライフスタイル ・ アプローチ I
シニアのライフスタイルと ICT利活用の時系列考察

◯水野　一成 NTTドコモモバイル社会研究所

 飽戸　弘 東京大学

S13-04 10 : 00～10 : 20
ケータイ利用のライフスタイル ・ アプローチ II
マナー意識の違いによる類型化とライフスタイルとの関

係

◯吉良　文夫 （株）NTTドコモ

 飽戸　弘 東京大学

S13-05 10 : 20～10 : 40
Dark Triadによるゴミのポイ捨て行動の予測

◯下司　忠大 早稲田大学 ・日本学術振興会

 吉野　伸哉 早稲田大学

 小塩　真司 早稲田大学

S13-06 10 : 40～11 : 00
若手新聞記者の報道に対する信念

◯西村　隆次 筑波大学
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口頭発表S14　第1日

S14 口頭発表 第1日（8月28日）　　11 : 10～12 : 50 2号館4F 2402

文化 座長　浅野　良輔

S14-01 11 : 10～11 : 30
都市居住が人生満足度に与える影響

―日米における実験的検討―

◯浅野　良輔 久留米大学

 伊藤　健一 Nanyang Technological University
 一言　英文 福岡大学

S14-02 11 : 30～11 : 50
過疎地／非過疎地の社会的態度と主観的幸福感の比

較

◯佐々木　美加 明治大学

 福野　光輝 東北学院大学

S14-03 11 : 50～12 : 10
Identifying Cultural and Well-Being Related Predictors 
of Mood Regulation in Music Through Machine Learning

◯劉　康明 京都大学

 内田　由紀子 京都大学

 デラ ・ クルーズ　チェスリー 
 シンガポール国立大学

 吕　利能 シンガポール国立大学

S14-04 12 : 10～12 : 30
教育が累積的文化進化に与える影響

計算論モデルを用いたコンピュータ ・ シミュレーション

◯中田　星矢 北海道大学

 竹澤　正哲 北海道大学

S14-05 12 : 30～12 : 50
日本版謙遜行動尺度の作成、 及び信頼性 ・妥当性の

検討

◯山﨑　瑞紀 東京都市大学
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口頭発表S15　第1日

S15 口頭発表 第1日（8月28日）　　11 : 10～12 : 50 2号館3F 2301

対人的相互作用1 座長　藤原　健

S15-01 11 : 10～11 : 30
シンクロニーが関係継続の意思を高めないとき

二者間会話における初対面同士と友人同士の比較

◯藤原　健 大阪経済大学

 木村　昌紀 神戸女学院大学

 大坊　郁夫 北星学園大学

S15-02 11 : 30～11 : 50
軽蔑の典型的な生起状況の検討

――生起状況の構造および嫌悪、 怒りとの比較――

◯福田　哲也 聖カタリナ大学

 蔵永　瞳 滋賀大学

S15-03 11 : 50～12 : 10
報復や報恩は連鎖するか

社会的地位関係の変化が報酬分配に及ぼす影響

◯金内　さよ 名古屋大学

 三浦　麻子 関西学院大学 ・大阪大学

 唐沢　穣 名古屋大学

S15-04 12 : 10～12 : 30
日本語版 Imposing Memory Task （IMT-J） の開発 （1）
心理測定学的特性の基礎的な検討

◯平島　太郎 愛知淑徳大学

 五十嵐　祐 名古屋大学

S15-05 12 : 30～12 : 50
Changes of stress in the situations where we must seek 
help repeatedly :
The moderation effects of subjective well-being and 
loneliness

◯古橋　健悟 名古屋大学

 五十嵐　祐 名古屋大学
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口頭発表S16　第1日

S16 口頭発表 第1日（8月28日）　　11 : 10～12 : 50 4号館2F 4203

組織・産業1 座長　縄田　健吾

S16-01 11 : 10～11 : 30
リーダーからメンバーへのプロアクティブ行動の波及効

果

企業組織におけるチーム ・ ダイナミックスの視点から

◯縄田　健悟 福岡大学

 池田　浩 九州大学

 後藤　凜子 九州大学

 青島　未佳 産学連携機構九州

 山口　裕幸 九州大学

S16-02 11 : 30～11 : 50
上司のリーダーシップ行動とその適切性の認知が部下

の上司評価に与える影響 (2)
－アルバイト部下の視点から－

◯堀　遼太郎 明治学院大学

 田中　知恵 明治学院大学

S16-03 11 : 50～12 : 10
働き方改革は何を目指すべきか

異なる結果変数に対する側面別満足度の影響の違い

◯今城　志保 リクルートマネジメントソリューションズ

 正木　郁太郎 東京大学

S16-04 12 : 10～12 : 30
職務特性と働く価値観がバーンアウト傾向に及ぼす影

響

◯正木　郁太郎 東京大学

 今城　志保 リクルートマネジメントソリューションズ

S16-05 12 : 30～12 : 50
仕事における実践知と叡智の構造

会社員， 教員， 看護師に対する調査に基づく検討

◯楠見　孝 京都大学
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口頭発表S21　第2日

S21 口頭発表 第2日（8月29日）　　9 : 00～11 : 00 2号館4F 2402

感情・動機 座長　北村　英哉

S21-01 9 : 00～9 : 20
恨まれる状況の喚起と恨み忌避傾向が他者の表情検

出に及ぼす効果

―怒り、 悲しみ、 喜びの表情からの感情読み取り課題

を通して―

◯北村　英哉 東洋大学

 小林　麻衣 立正大学

 木村　はるか 関西大学

S21-02 9 : 20～9 : 40
心のゆとりが精神的健康に及ぼす影響 ：

主観的幸福感との比較

◯小林　亮太 広島大学

 宮谷　真人 広島大学

 中尾　敬 広島大学

S21-03 9 : 40～10 : 00
能力を高めようとする動機づけの源泉とは何か？

重要なのは自己肯定感か、 マインドセットか

◯竹橋　洋毅 関西福祉科学大学

 豊沢　純子 大阪教育大学

 島井　哲志 関西福祉科学大学

S21-04 10 : 00～10 : 20
ストレスマインドセットと動機づけ ・知能観 ・性格観との

関連

―自己決定理論に基づくアルバイト動機づけに注目し

て―

◯大久保　慧悟 ディップ（株）

 竹橋　洋毅 関西福祉科学大学

 冨田　修平 ディップ（株）

S21-05 10 : 20～10 : 40
より大きい恩恵を考えた後の感謝

8種類の恩恵シナリオを用いた検討

◯山本　晶友 上智大学

 樋口　匡貴 上智大学

S21-06 10 : 40～11 : 00
モラル ・ エレベーション喚起を調整する要因の文化差

―日本におけるAquino et al. （2011） の概念的追試―

◯竹部　成崇 一橋大学

 福島　慎太郎 東京女子大学
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口頭発表S22　第2日

S22 口頭発表 第2日（8月29日）　　9 : 00～11 : 00 2号館3F 2301

身近な人間関係 座長　谷口　淳一

S22-01 9 : 00～9 : 20
新たな対人関係の形成に果たす関係的自己の役割

―大学新入生を対象として―

◯谷口　淳一 帝塚山大学

S22-02 9 : 20～9 : 40
恋愛マキシマイザーは恋愛不幸か？

恋愛関係における追求後悔尺度の作成と分析

◯越智　啓太 法政大学

S22-03 9 : 40～10 : 00
出産前のシャイネスと社会的代理人利用が出産後のサ

ポートネットワークに及ぼす影響

◯西村　太志 広島国際大学

 古谷　嘉一郎 北海学園大学

 相馬　敏彦 広島大学

 長沼　貴美 創価大学

 拝田　千喜 元広島国際大学

S22-04 10 : 00～10 : 20
ストーキング ・親密な関係者間暴力被害者の警察相談

での意思決定に影響する要因

◯島田　貴仁 科学警察研究所

S22-05 10 : 20～10 : 40
“No” というコミュニケーションが暴力抑止に効く喜び

―非協調的志向性を通じた回避動機の充足が関係満

足に及ぼす影響―

◯相馬　敏彦 広島大学

S22-06 10 : 40～11 : 00
恋愛関係崩壊後のアタッチメント ・ ネットワーク （2）
元恋人へのアタッチメント欲求の経時的変化

◯古村　健太郎 弘前大学

 戸田　弘二 北海道教育大学

 村上　達也 高知工科大学
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口頭発表S23　第2日

S23 口頭発表 第2日（8月29日）　　9 : 00～11 : 00 4号館2F 4203

集団 座長　井上　裕香子

S23-01 9 : 00～9 : 20
社会的地位がテストステロンの支配的行動促進効果に

与える影響

最後通牒ゲームを用いた検討

◯井上　裕香子 玉川大学

 高橋　泰城 北海道大学

 Robert Burriss Basel大学

 新井　さくら California大学SB校

 長谷川　寿一 （独）大学改革支援 ・学位授与機構

 山岸　俊男 一橋大学

 清成　透子 青山学院大学

S23-02 9 : 20～9 : 40
外集団の存在は互恵性の期待の効果を減じるか？

野球ファンを用いた場面想定法実験

◯中川　裕美 広島修道大学

 横田　晋大 広島修道大学

 中西　大輔 広島修道大学

S23-03 9 : 40～10 : 00
マイノリティは別のマイノリティを引き寄せるか？

Social Impact Theory に基づく思考実験

◯高木　英至 埼玉大学

S23-04 10 : 00～10 : 20
Ostracism for maximizing the whole benefit of the 
group :
Psychological process of suppressing social pain associ-
ated with ostracizing

◯玉井　颯一 名古屋大学

 五十嵐　祐 名古屋大学

S23-05 10 : 20～10 : 40
日本語版Social Dominance Orientation Scale ver.7作成

の試み

◯水野　君平 北海道大学

 杉浦　仁美 近畿大学

 三船　恒裕 高知工科大学

 中島　寿宏 北海道教育大学

S23-06 10 : 40～11 : 00
カリスマ的支配理論の認知的基盤を探る

発達初期から反直感的な能力の行使は社会的優位性

と結びついているのか？

◯中分　遥 University of Oxford ・ 九州大学

 孟　憲巍 京都大学 ・日本学術振興会

 橋彌　和秀 九州大学

 Emily Burdett  University of Oxford ・ Coventry University
 Jonathan Jong  University of Oxford ・ Coventry University
 Harvey Whitehouse University of Oxford

― 36 ―



— 14 —

口頭発表S24　第2日

S24 口頭発表 第2日（8月29日）　　11 : 10～12 : 50 2号館4F 2402

政治意識・世論 座長　稲増　一憲

S24-01 11 : 10～11 : 30
マスメディアへの接触変数の測定に関する研究

◯稲増　一憲 関西学院大学

 中村　早希 関西学院大学

 三浦　麻子 関西学院大学 ・大阪大学

 多湖　淳 早稲田大学

S24-02 11 : 30～11 : 50
政治家の 「声」 は有権者に届いているのか？

2014年衆院選首都圏立候補者の音声周波数と得票率

の分析

◯岡田　陽介 拓殖大学

S24-03 11 : 50～12 : 10
政治的会話がミニ ・ パブリクスに与える処置前接触効

果

◯横山　智哉 立教大学

S24-04 12 : 10～12 : 30
テレビのニュース報道への批判態度の規定因

第三者効果 ・敵対的メディア認知 ・ テレビの道徳性の

認知との関連を中心に

◯正木　誠子 慶應義塾大学

S24-05 12 : 30～12 : 50
多段階市民参加による環境政策策定過程の評価と未

来志向性

札幌市環境基本計画策定事例

◯横山　実紀 北海道大学

 大沼　進 北海道大学

 水鳥　翔伍 北海道大学
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口頭発表S25　第2日

S25 口頭発表 第2日（8月29日）　　11 : 10～12 : 50 2号館3F 2301

対人的相互作用2 座長　石盛　真徳

S25-01 11 : 10～11 : 30
夫婦および交際中のカップルの相互作用と脳機能類似

性 （1）
―ムーン ・ サバイバル課題におけるパフォーマンスに

ついての検討―

◯石盛　真徳 追手門学院大学

 藤澤　隆史 福井大学

S25-02 11 : 30～11 : 50
いかなる資源をもらたすパートナーが選ばれるか

パートナー選択において投資される資源の種類に関す

るメタ分析

◯新井　さくら カリフォルニア大学サンタバーバラ校

 Michael Barlev カリフォルニア大学サンタバーバラ校

 Leda Cosmides カリフォルニア大学サンタバーバラ校

 John Tooby カリフォルニア大学サンタバーバラ校

S25-03 11 : 50～12 : 10
集団によるコストのかかる謝罪の効果

fMRIを用いた集団謝罪に関する社会神経科学的研究

◯大坪　庸介 神戸大学

 松永　昌宏 愛知医科大学

 日道　俊之 高知工科大学

 鈴木　孝太 愛知医科大学

 柴田　英治 愛知医科大学

 堀　礼子 愛知医科大学

 梅村　朋弘 愛知医科大学

 大平　英樹 名古屋大学

S25-04 12 : 10～12 : 30
強化学習モデルを用いた協力行動の個人差の検討

◯土田　修平 北海道大学

 中島　彩花 
 堀田　結孝 帝京大学

 竹澤　正哲 北海道大学

S25-05 12 : 30～12 : 50
間接互恵における評判情報の参照戦略の分析

◯岡田　勇 創価大学

 山本　仁志 立正大学

 佐藤　克己 東京学芸大学 ・ インフォスクリュー

 内田　智士 倫理研究所

 佐々木　達矢 ウイーン大学 ・ F-Power
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口頭発表S26　第2日

S26 口頭発表 第2日（8月29日）　　11 : 10～12 : 50 4号館2F 4203

組織・産業2 座長　木村　昌紀

S26-01 11 : 10～11 : 30
消防組織における通信指令員の円滑な職務遂行とメン

タルヘルス

◯木村　昌紀 神戸女学院大学

 塩谷　尚正 関西国際大学

 北小屋　裕 京都橘大学

 田中　秀治 国士舘大学

 内海　孝三 佐世保市消防局

 大西　保 泉州南広域消防本部

 木村　浩 秋田市消防本部

 田中　誠 豊中市消防局

 谷口　慶 和歌山市消防局

 手銭　俊貴 出雲市消防本部

 匂坂　量 国士舘大学

S26-02 11 : 30～11 : 50
消防の通信指令のスキルと自己制御及び経験との関連

◯塩谷　尚正 関西国際大学

 木村　昌紀 神戸女学院大学

 田中　秀治 国士舘大学

 北小屋　裕 京都橘大学

 内海　孝三 佐世保市消防局

 大西　保 泉州南広域消防本部

 木村　浩 秋田市消防局

 田中　誠 豊中市消防局

 谷口　慶 和歌山市消防局

 手銭　俊貴 出雲市消防本部

 匂坂　量 国士舘大学

S26-03 11 : 50～12 : 10
集団成員間の制御適合はワーク ・ エンゲイジメントを高

めるか？

個人と上司， 及び同僚の組み合わせがもたらす効果に

着目して

◯後藤　凜子 九州大学

 池田　浩 九州大学

 縄田　健悟 福岡大学

 青島　未佳 産学連携機構九州

 山口　裕幸 九州大学

S26-04 12 : 10～12 : 30
企業風土と個人特性の相互作用

自己価値随伴性のマルチレベル分析による検討

◯中山　真孝 カーネギーメロン大学

 内田　由紀子 京都大学

 竹村　幸祐 滋賀大学

 金子　祥恵 九州大学

 伊藤　篤希 京都大学

 新谷　茉奈 京都大学

S26-05 12 : 30～12 : 50
日本人の海外職場におけるワークモチベーション変動

プロセス

──コンサルティング専門職へのインタビュー調査を通

して──

◯有吉　美恵 九州大学

 山口　裕幸 九州大学
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口頭発表S27　第2日

S27 口頭発表 第2日（8月29日）　　14 : 00～16 : 00 2号館4F 2402

態度・信念・価値観 座長　清水　裕士

S27-01 14 : 00～14 : 20
多次元段階反応展開法による政治的態度の分析

累積型項目反応理論との比較

◯清水　裕士 関西学院大学

 稲増　一憲 関西学院大学

S27-02 14 : 20～14 : 40
Schwartzの 「価値観モデル」 の方法論的な検討

◯真鍋　一史 青山学院大学

S27-03 14 : 40～15 : 00
省エネルギー行動への価値観およびエネルギー意識

の影響

◯大塚　彩美 横浜国立大学

 平野　勇二郎 国立環境研究所

 鳴海　大典 横浜国立大学

S27-04 15 : 00～15 : 20
道徳基盤が道徳の拡張性に及ぼす影響の検討

自然との感情的な結びつきの調整効果に着目して

◯茨木　涼馬 広島大学

 坂田　桐子 広島大学

S27-05 15 : 20～15 : 40
オキシトシン受容体遺伝子多型と一般的信頼の関連

安静時脳機能的結合による検討

◯仁科　国之 玉川大学 ・日本学術振興会

 高岸　治人 玉川大学

 井上-村山　美穂 京都大学

 高橋　英彦 京都大学

 坂上　雅道 玉川大学

 山岸　俊男 一橋大学

 松田　哲也 玉川大学

S27-06 15 : 40～16 : 00
社会的価値志向性と意思決定時の瞳孔反応の関連

順次囚人のジレンマゲームを用いた検討

◯金成　慧 玉川大学

 仁科　国之 玉川大学

 寿　秋露 玉川大学

 高岸　治人 玉川大学
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口頭発表S28　第2日

S28 口頭発表 第2日（8月29日）　　14 : 00～16 : 00 2号館3F 2301

社会的ジレンマ 座長　竹村　幸祐

S28-01 14 : 00～14 : 20
自分と他者の住居流動性はどちらが問題か？

協力規範と協力行動の関係を弱める干渉効果

◯竹村　幸祐 滋賀大学

 福島　慎太郎 東京女子大学

 内田　由紀子 京都大学

S28-02 14 : 20～14 : 40
公共財問題における内生的な制度形成の効果

◯稲葉　美里 関西大学 ・日本学術振興会

 川村　哲也 日本経済大学

 小川　一仁 関西大学

S28-03 14 : 40～15 : 00
共通運命が集団間葛藤を超えた協力にもたらす効果

仮想世界ゲームを用いた検討

◯朱　瑶 北海道大学

 大沼　進 北海道大学

S28-04 15 : 00～15 : 20
罰の予期は規範の内面化を説明できるか？ ：

強化学習モデルを用いた実証的検討

◯本間　祥吾 北海道大学

 竹澤　正哲 北海道大学

S28-05 15 : 20～15 : 40
リスク下の社会的採餌における協力的な分業の創発

認知–生理–行動実験による検討

◯黒田　起吏 東京大学 ・日本学術振興会

 亀田　達也 東京大学

S28-06 15 : 40～16 : 00
どのようなサンクション行使者が好まれるのか？

―複数の選択肢がある状況における検討―

◯舘石　和香葉 北海道大学

 高橋　伸幸 北海道大学

 小野田　竜一 大東文化大学

 山形　詩織 北海道大学
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口頭発表S29　第2日

S29 口頭発表 第2日（8月29日）　　14 : 00～16 : 00 4号館2F 4203

消費・リスク認知 座長　池内　裕美

S29-01 14 : 00～14 : 20
人はモノに感情移入できるか２

―アニミズム的思考と共感性が擬人化商品への感情移

入に及ぼす影響―

◯池内　裕美 関西大学

S29-02 14 : 20～14 : 40
「少数派の意見」 が気になる時

商品選択の対象が評価分布への好みに与える影響

◯藤崎　樹 東京大学

 本田　秀仁 安田女子大学

 植田　一博 東京大学

S29-03 14 : 40～15 : 00
文化的自己観とブランド価値

解釈レベルによる調整効果の検討

◯杉谷　陽子 上智大学

 外川　拓 千葉商科大学

S29-04 15 : 00～15 : 20
人はなぜ買い控えをするのか (3)
福島第一原子力発電所事故による買い控え行動に関

する調査

◯中西　大輔 広島修道大学

 井川　純一 大分大学

 横田　晋大 広島修道大学

S29-05 15 : 20～15 : 40
他者のためのリスク決定を支える認知過程の検討

マウスラボと fMRIによる実験研究

◯上島　淳史 東京大学 ・日本学術振興会

 小川　昭利 順天堂大学 ・玉川大学 ・理化学研究所

 犬飼　佳吾 明治学院大学

 亀田　達也 東京大学

S29-06 15 : 40～16 : 00
NIMBY施設の受容をめぐるマルチアクター評価モデル

立地地域少数者が求める行政の手続き的公正と域外

多数者の関心

◯野波　寛 関西学院大学

 坂本　剛 名古屋産業大学

 大友　章司 甲南女子大学

 田代　豊 名桜大学

 青木　俊明 東北大学
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